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看護学生のコミュニケーション技術の変化の検討(2) 
－自己効力感，看護における個人目標の影響－ 

 
 

○ 井内伸栄（大阪信愛女学院短期大学）  籔内順子（大阪信愛女学院短期大学） 

  田中あゆみ（同志社大学） 

 

 

目 的 

井内・籔内・田中（2012）は，看護学生の 1 年

次から 2 年次のコミュニケーション技術について，

学生は患者の話を傾聴し（コミュニケーション基

本技術），患者が表わす感情や態度に的確に対応す

る（クライエントの感情の明確化）能力が向上し

ていたことを報告している。本調査では，3 年次

にかけてどのような変化があるか，また 1 年次の

動機づけ要因として，自己効力感，看護における

個人目標がコミュニケーション技術の変化にどの

ような影響を与えているかを検討する。 

方 法 

調査対象 大阪府内の私立A短期大学看護学科27

名 

調査時期 2010 年 12 月（1 年次）,2012 年 2 月（2

年次）,2013 年 1 月（3 年次）に実施 

質問紙 ①上野(2004)のコミュニケーション技術

評価スケール「コミュニケーション基本技術」(13

項目)，「非言語的コミュニケーション技術」(3 項

目)，「クライエントの感情の明確化」(3 項目)に

ついて 5 件法で回答を求めた。②坂野・東條(1986)

の一般性セルフ・エフィカシー尺度の「行動の積

極性」(7 項目)，「失敗に対する不安（得点が高い

ほど，失敗や不安を感じにくい）」(5 項目)，「能

力の社会的位置づけ」(4 項目)について Yes，No

で回答を求めた。③看護における個人目標を 2 つ

自由記述として(1)目標の遠隔性（vs.近接性），(2)

目標の困難性（vs.容易性），(3)目標の接近性（vs.

回避性）について 10cm のスケール(1cm は 1 点の

10 点満点)に印を入れる方式で回答を求めた。 

結 果 と 考 察 

看護コミュニケーション技術の 3 つの下位尺度

の平均値を Table1 に示す。学年差を 1 要因の分散

分析によって検討した結果，看護コミュニケーシ

ョン技術の「コミュニケーション基本技術」に有

意な差が認められ，1 年次に比べて 3 年次の得点

が有意に高かった(F(2,52)=5.41, p<.01)。次に「ク

ライエントの感情の明確化」に有意な差が認めら

れ，1 年次に比べて 2 年次の得点が有意に高かっ

た(F(2,52)=4.12, p<.05)。 

さらに，コミュニケーション技術の変化の原因

を探るために，1 年次のコミュニケーション技術

の「コミュニケーション基本技術」および「クラ 

 

 
 

イエントの感情の明確化」，自己効力感の「行動の

積極性」，「失敗に対する不安」，「能力の社会的位

置づけ」，看護における個人目標の「目標の遠隔性

（vs.近接性）」，「目標の困難性（vs.容易性）」，「目

標の接近性（vs.回避性）」を説明変数，3 年次の

「コミュニケーション基本技術」および 2 年次の

「クライエントの感情の明確化」を目的変数とし

た重回帰分析（強制投入法）を行った。重回帰分

析の結果を Figure1 に示す。 

その結果，1 年次の「コミュニケーション基本

技術」と「クライエントの感情の明確化」に加え

て「失敗に対する不安」が正の影響を与えていた。 

結果から，患者の話を傾聴して共感することや

信頼関係を築く能力の向上には，遂行行動におけ

る不安が低いという点での自己効力感をもつこと

が重要であることがわかった。 

 

 
 

M (SD) M (SD) M (SD)

コミュニケーション基本技術 2.63a (0.50) 2.79a (0.50) 2.88b
** (0.41)

非言語的コミュニケーション技術 2.77 (0.55) 2.75 (0.58) 2.91 (0.57)

クライエントの感情の明確化 2.16a (0.64) 2.48b
* (0.64) 2.42ab (0.62)

**
p <.01 

*
p <.05

1年次 2年次 3年次

Table 1　コミュニケーション技術の下位尺度の平均値，標準偏差

コミュニケーション

基本技術

失敗に対する不安

行動の積極性

能力の社会的

位置づけ

目標の接近性

（vs.回避性）

コミュニケーション

基本技術

3年次
.10

.18

‐.11

‐.11

R2 =.68**

Figure 1 コミュニケーション技術の変化を規定する要因（標準偏回帰係数）
**p <.01,*p <.05

看護における個人目標

自己効力感

コミュニケーション技術

クライエントの

感情の明確化 2年次

クライエントの

感情の明確化

R2 =.65**
.38*

.21

.47**

.00
.05

‐.11

.03 .42*

.65**

目標の遠隔性

（vs.近接性）

目標の困難性

（vs.容易性） .12

1年次
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